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四郎丸地域には、かつて、たくさんの参拝客が訪れた「落合観音」があり、重要な交通機関で

あった「落合の渡し」がありました。また、仙台藩におさめる杉の苗を育てる重要な役の「杉苗

守」を務められた家系のお宅があります。 

講座では、平成２９年に市民センターの講座で袋原中学校と共同制作した紙しばい「四郎丸と

かにの観音様」の上演、「かにっこ語りの会」の皆さんの講話で仙台藩祖伊達政宗公との関わりや

名取川と四郎丸地域との関係などを学びました。 

また、実際に「落合の渡し」をなさった方、仙台伊達藩「杉

苗守」の髙橋家の方にお話を聞いたりして、今では貴重な体験

談を聴き、より具体的なかつての風景を知りました。 

 
 

 

第１回 

開催日時：９月 10日（木）10時～11時 30分 

会  場：東中田市民センター 会議室 

参加人数：7人 

講師・コーディネーター：かにっこ語りの会の皆さん 

 

 

 

 

第２回 

開催日時：２月 20日（土）10時～11時 30分 

会  場：東四郎丸コミュニティ・センター 会議室  

参加人数：11人 

講  師：かにっこ語りの会 

 

 

 

 

講座レポート 

｢紙しばいで知ろう、四郎丸｣ 

最後は皆で和気あいあいと… 

紙しばいを上演し、名取川や四郎丸の歴史を話し
てくださった「かにっこ語りの会」の皆さん 

荘厳な入母屋造りの観音堂の裏ばなしとは？ 
「大善院」ってなに？ 

伊達藩杉苗守髙橋家 18 代髙橋廣さん 

「落合の渡し」を担った四郎丸壮年会の 

お話をしてくださった東中田町内会連合会

の菅井会長 

 今まで知らなかった地元の
ことを知って楽しかった 

 落合観音の詳しい話が 
きけてよかった 

 水あめを食べながら紙
しばいを見たかった 

 四郎丸に生まれ育ち、特別と思わ
なかったことが、貴重だと知った 


